








ご　あ　い　さ　つ

　大阪狭山市には、国史跡狭山池をはじめ数多くの歴史文化遺産が存在し、長い歴
史を経て育まれ今日に受け継がれてきました。これらは、本市の歴史や文化の理解
に欠くことのできない財産であり、地域の宝物ともいえるものです。
　しかし近年、少子高齢化や核家族化の進展、生活様式の変化や人々の価値観の多
様化などによって、長い歴史の中で伝えられてきた豊かな歴史文化遺産を次世代に
継承することが困難になりつつあります。
　そこで、市内に存在する多種多様な歴史文化遺産を総合的に把握し、適切に保存・
活用していくため、本市の歴史文化に関する総合的な方針や方向性を示す「大阪狭
山市歴史文化基本構想」を策定しました。策定にあたりましては、これまでの郷土
資料館の活動や市史編さん事業、文化財保護事業などを通じて蓄積された文化財調
査の情報を活用しました。
　これまでの文化財保護行政では、個々の文化財に対して保存と活用を図ってきま
したが、この構想では歴史的・地理的に関連する複数の歴史文化遺産を関連文化財
群として捉え、ストーリーを設定し、その魅力や価値をわかりやすく伝え、関連文
化財群として保存と活用を図るものとしています。さらに、市民、地域、行政が協
働して保存と活用に努めることとしています。
　この構想によって、本市の歴史文化を活かしたまちづくりを進め、豊かな歴史文
化遺産を将来に引き継ぐとともに、市民の皆様にとってこの構想が、郷土に対する
誇りと愛着を深めるものとなりますことを願っております。
　最後に、本構想の策定にあたり、熱心なご審議をいただきました大阪狭山市歴史
文化基本構想策定委員の方々をはじめ、様々な意見をお寄せいただきました関係者
の皆様、そしてたくさんの市民の皆様に心から感謝申し上げ、ごあいさつといたし
ます。

　　平成 31 年（2019）2 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪狭山市教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　　長谷　雄二
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例　　言

１．本構想は、平成 28 年度に文化庁「文化遺産を活かした地域活性化事業」国庫補助
　　金を、平成 29・30 年度に文化庁「文化遺産総合活用推進事業」国庫補助金を活用　
　　して策定した。

２．本構想の内容は、大阪狭山市歴史文化基本構想策定委員会の審議をもとに事務局が
　　これを取りまとめた。

３．本構想の編集・執筆は、大阪狭山市教育委員会事務局教育部歴史文化グループが行っ
　　た。

４．本構想の策定にあたっては、文化庁地域文化創生本部事務局広域文化観光・まちづ
　　くりグループ、大阪府教育庁文化財保護課の指導・助言を受けた。

５．本構想に掲載した図・表には章ごとにそれぞれ通し番号をつけた。

６．図のうち、個人または機関が所蔵・提供を受けた場合は、所蔵者名・提供者名を明
　　記し、本市教育委員会が所蔵・作成した場合は明記していない。
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狭山の地名の由来
畑作地帯での酪農
行基焼と呼ばれた須恵器
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狭山藩歴代外藩祖　北条氏規
家譜と日記を遺した北条氏朝
狭山池の池守田中家

『迎月庵幻俳句集』にみる郷土の姿
マスコットキャラクターさやりんの誕生
盛んだった大峰山に登る山上講
三十三度行者と供養塔
末永雅雄先生と郷土狭山
名著『池の文化』の刊行
池尻城の発掘調査と保存活動
狭山藩主の子どもたちの墓

『岩室村年代記』の世界
池底に眠っていた重源狭山池改修碑

『絵図に描かれた狭山池』の発行
大野芝の開発と大野惣絵図
市に寄贈された少年採集の石器
陶器山の自然を守る取組み
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住之江の競艇場は、前は狭山にあった
池之原地区の地蔵盆
市制を記念しタイムカプセルを埋設
狭山池の発掘調査時の現地説明会
簡修館って武道場？それとも
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